
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 上 の 目 次 を ク リ ッ ク す る と そ れ ぞ れ の 項 目 に 移 動 し ま す 。  

（項目が見あたらない場合は、同じページ内にありますので、下にスクロールしてみてください。） 

※ 文 字 を 大 き く し た い 場 合 は 、 マ ウ ス を 右 ク リ ッ ク → 【 ズ ー ム ツ ー ル ⇒ ズ ー ム イ ン 】 に て 調 整

し て み て く だ さ い 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 入 院 患 者 数 ◎  

 

 

 

 

 

 

 

◎ 大 腿 骨 頚 部 ・ 転 子 部 骨 折 で 入 院 し た 患 者 の 年 齢 構 成 ◎  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大 腿 骨
だ い た い こ つ

骨 折
こ っ せ つ

で 入 院 し た 患 者 数  336 人

そ の う ち 頚 部
け い ぶ

・ 転 子 部
て ん し ぶ

骨 折  300 人

～ 49 歳  6 人

50～ 59 歳  8 人

60～ 69 歳  16 人

70～ 79 歳  41 人

80～ 89 歳  148 人

90 歳 ～  81 人

大 腿 骨 頚 部 ・ 転 子 部 骨 折 で  

入 院 し た 患 者 の 平 均 年 齢  
83.0 歳

大腿骨
だいたいこつ

骨折
こっせつ

とは 

診断までの検査 大腿骨骨折
だいたいこつこっせつ

の治療 

大大 腿腿 骨骨
だいたいこつ

頚頚 部部
け い ぶ

・・ 転転 子子 部部
て ん し ぶ

骨骨 折折
こっせつ

にに つつ いい てて   

標準的な入院 

スケジュール 

平成 22 年度

デ ー タ 
大腿骨骨折
だいたいこつこっせつ

の種類

平成 22 年度 

デ ー タ 

～49歳
2.0% 50～59歳

2.7%

60～69歳
5.3%

70～79歳
13.7%

90歳～
27.0%

80～89歳
49.3%



◎ 大 腿 骨 頚 部 ・ 転 子 部 骨 折 で 入 院 し て 手 術 を し た 患 者 の 術 後 平 均 在 院 日 数 ◎  

 

 

※  大 腿 骨 頚 部 ・ 転 子 部 骨 折 で 入 院 し て 、骨 折 観 血 的 手 術
こっせつかんけつてきしゅじゅつ

ま た は 人 工 骨 頭 挿 入 術
じんこうこっとうそうにゅうじゅつ

を 行 な っ た 患 者

の 、手 術 後 の 平 均 在 院 日 数 で す 。ま た 、同 じ 入 院 中 に 、他 疾 患 の 治 療 の た め に 整 形 外 科 以 外 の 診

療 科 に 移 っ て （ 転 科 ）、 治 療 を 行 っ た 患 者 は 除 い て 集 計 し て い ま す 。 こ の 後 の 術 後 在 院 日 数 の 分

布 ・ 年 齢 ご と の 術 後 平 均 在 院 日 数 に つ い て も 同 様 で す 。  

 

 

 

◎ 大 腿 骨 頚 部 ・ 転 子 部 骨 折 で 入 院 し て 手 術 を し た 患 者 の 術 後 在 院 日 数 の 分 布 ◎  

 

 

 

 

 

 

 

※  術 後 平 均 在 院 日 数 の 説 明 を ご 参 照 く だ さ い 。  

※  当 院 で の 治 療 後 は 、 回 復 期 リ ハ ビ リ 病 院 へ の 転 院 や 、  

 自 宅 に 戻 っ て の 訪 問 リ ハ ビ リ な ど で 治 療 を 継 続 し ま す 。  

 

 

 

◎ 大 腿 骨 頚 部 ・ 転 子 部 骨 折 で 入 院 し て 手 術 を し た  

患 者 の 年 齢 ご と の 術 後 平 均 在 院 日 数 ◎  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※  術 後 平 均 在 院 日 数 の 説 明 を ご 参 照 く だ さ い  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手術をした患者の術後平均在院日数 21.6 日

～  9 日  6 人

10 日 ～ 19 日  115 人

20 日 ～ 29 日  107 人

30 日 ～ 39 日  19 人

40 日 ～ 49 日  9 人

50 日 ～ 59 日  5 人

～ 49 歳  16.0 日

50～ 59 歳  13.7 日

60～ 69 歳  21.0 日

70～ 79 歳  20.5 日

80～ 89 歳  22.7 日

90 歳 ～  21.7 日

大 腿 骨 頚 部 ・ 転 子 部 骨 折 で  

入 院 し た 患 者 の 術 後 平 均 在 院 日 数  
21.6 日

30～39日
7.3%

40～49日
3.4%

20～29日
41.0%

50～59日
1.9%

9～19日
44.1%

～9日
2.3%

13.7
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◎ 大 腿 骨 頚 部 ・ 転 子 部 骨 折 で 入 院 し た 患 者 の 退 院 状 況 ◎  

自 宅 へ 退 院  176 人

他 病 院 へ 転 院 ※ 1 108 人

そ の 他 （ 介 護 施 設 へ の 入 所 等 ）  11 人

死 亡 退 院 ※ 2 5 人

※ 1 転 院 と は 、 他 病 院 で 引 き 続 き 入 院 す る 場 合 で す 。  

※ 2 死 因 の 内 訳 は 、 肺 炎
は い え ん

 2 人 、 心 筋 梗 塞
し ん き ん こ う そ く

1 人 、  

脳 梗 塞
の う こ う そ く

1 人 、 が ん 1 人 と な っ て い ま す 。  

 

 

 

 

 

 

※ 掲 載 し た 統 計 は 、Ｄ Ｐ Ｃ デ ー タ を 用 い た も の で す 。Ｄ Ｐ Ｃ デ ー タ は 、入 院 中 の「 最 も 医 療 資 源

を 投 入 し た 傷 病 名 」 に よ る 分 類 に 基 づ き ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大 腿 骨
だ い た い こ つ

は 身 体 の 中 で 最 も 長 い 骨 で 、足 の 付 け 根 か ら 膝
ひ ざ

ま で の 部 分 の 骨 で す 。そ し て 、足 の 付 け

根 で 股
こ

関 節
か ん せ つ

を つ く り 、 膝 で は 膝 関 節
し つ か ん せ つ

を つ く っ て い ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大腿骨骨折
だいたいこつこっせつ

とは 

膝にある丸いものは膝蓋骨
しつがいこつ

 

（いわゆる膝の皿）です。 

骨
こっ

 頭
とう

 

頚
けい

 部
ぶ

 

転
てん

 子
し

 部
ぶ

転
てん

 子
し

 下
か

骨
こつ

 幹
かん

 部
ぶ

遠
えん

 位
い

 端
たん

大 腿 骨
だ い た い こ つ

 

こ
の
ペ
ー
ジ
の

先
頭
へ
戻
る 

他
の
病
名
で

調
べ
る 

自宅へ退院
58.7%

他病院へ転院
36.0%

死亡退院
1.7%その他

3.7%

http://www.ai-hosp.or.jp/use_admission/usage_guide/usage_guide05.html


高 齢 化 に よ り 骨 粗 鬆 症
こつそしょうしょう

が 進 む と 、 転 倒 し た 際 な ど に 骨 折 を し や す く な り ま す 。 手 関 節 、 脊 椎
せ き つ い

、

上 腕 骨
じょうわんこつ

近 位 部 と と も に 、 大 腿 骨 頚 部
け い ぶ

・ 転 子 部
て ん し ぶ

は 高 齢 者 が 骨 折 し や す い 部 位 の 一 つ で す 。  

受 傷 に よ り 強 い 痛 み が で ま す が 、正 し い 治 療 を 受 け ず に 寝 込 ん で い る と 、そ の ま ま 寝 た き り に

な っ て し ま い ま す 。さ ら に 、認 知 症 や 肺 炎 な ど を 起 こ し て 、全 身 状 態 が 悪 化 し て し ま う こ と が あ

り ま す 。 受 傷 後 は す ぐ に 受 診 し て 、 き ち ん と 診 断 を 受 け る こ と が 肝 心 で す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 大 腿 骨
だ い た い こ つ

頚 部
け い ぶ

骨 折
こ っ せ つ

◎  

大 腿 骨 の 股
こ

関 節
か ん せ つ

部 分 で の 骨 折 で 、股 関 節 を 包 み 込 む 膜（ 関 節
か ん せ つ

包
ほ う

）の 内 側 で 起 こ る 骨 折 で す 。高

齢 者 、特 に 女 性 に 多 い 骨 折 で 、歩 行 中 に つ ま ず い て 転 倒
て ん と う

す る こ と で 生 じ ま す 。治 り に く い 骨 折 と

し て 有 名 で 、 全 身 状 態 が 悪 い 場 合 を 除 い て 、 早 期 に 手 術 を 行 う こ と が 推 奨 さ れ て い ま す 。  

◎ 大 腿 骨 転 子 部
だ い た い こ つ て ん し ぶ

骨 折
こ っ せ つ

◎  

大 腿 骨 の 股 関 節 付 近 で の 骨 折 で 、股 関 節 を 包 み 込 む 膜 の 外 側 で 起 こ る 骨 折 で す 。転 倒 や 足 の 付

け 根 を 打 撲
だ ぼ く

し て 起 こ る こ と が 多 く 、大 腿 骨 頚 部 骨 折 と 同 様 に 高 齢 者 に 多 い 骨 折 で す 。頚 部 骨 折 と

比 べ る と や や 治 り や す い で す が 、寝 た き り 予 防 の た め に 、早 期 に 手 術 を 行 う こ と が 推 奨 さ れ て い

ま す 。  

 

 

 

 

 

◎ レ ン ト ゲ ン 検 査 ◎  

骨 折 が あ る か を 確 認 し 、 骨 の ず れ の 程 度 な ど を 調 べ ま す 。  

◎ CT 検 査 ◎  

レ ン ト ゲ ン 検 査 で は 骨 折 が 分 か り づ ら い 場 合 な ど に 検 査 し ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大腿骨骨折
だいたいこつこっせつ

の種類 

診断までの検査 



 

 

 

 

早 期 に 手 術 を 行 い 、 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン を 開 始 し て 寝 た き り に な ら な い よ う に 治 療 を 進 め ま す 。 

◎ 人 工
じ ん こ う

骨 頭
こ っ と う

挿 入 術
そうにゅうじゅつ

◎  

大 腿 骨 頚 部 骨 折
だ い た い こ つ け い ぶ こ っ せ つ

に 行 う 手 術 で す 。折 れ た 骨 が ず れ た り 、離 れ て し ま っ た 場 合 や 、受 傷 し て か ら

時 間 が 経 っ た 場 合 に は 、骨 を つ な げ る 事 は 難 し く な り ま す 。そ の た め 、大 腿 骨 の 頭 の 部 分（ 骨 頭
こ っ と う

）

を 取 り 出 し 、人 工 骨 頭 と い う 人 工 物（ 金 属 製 ）に 入 れ 替 え る 手 術 を 行 な い ま す 。手 術 は 全 身 麻 酔

で 行 な い ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 骨 折
こ っ せ つ

観
か ん

血 的
け つ て き

手 術
しゅじゅつ

◎  

大 腿 骨 転 子 部 骨 折
だ い た い こ つ て ん し ぶ こ っ せ つ

に 行 う 手 術 で す 。離 れ て し ま っ た 骨 を 可 能 な 限 り 骨 折 す る 前 の 状 態 に 戻 し て

か ら 、髄 内 釘 や プ レ ー ト な ど を 使 っ て 骨 を 固 定 し ま す 。手 術 は 局 所 麻 酔 、脊 椎 麻 酔 、全 身 麻 酔 の

中 か ら 、 患 者 さ ん に と っ て 最 も 適 切 な 麻 酔 法 を 選 択 し て 行 な い ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大腿骨骨折
だいたいこつこっせつ

の治療 

治療日程の概要をみる

治療日程の概要をみる

手 術 前  手 術 後  

転 子 部 骨 折 の 固 定 方 法 の 例  



◎ リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン ◎  

当 院 で は 手 術 前 か ら リ ハ ビ リ ス タ ッ フ が お 部 屋 に 伺 い 、 ベ ッ ド 上 で の 訓 練 を 行 な っ て い ま す 。

骨 折 部 以 外 の 機 能 を 維 持 す る と と も に 、身 体 を 動 か す こ と で 、肺 炎
は い え ん

な ど の 合 併 症 を 予 防 し て い ま

す 。 手 術 後 は 、 手 術 翌 日 よ り 歩 行 訓 練 を 開 始 し ま す 。  

◎ 保 存
ほ ぞ ん

療 法
りょうほう

◎  

全 身 状 態 が 非 常 に 悪 い 場 合 に は 、手 術 を 行 な わ ず に 保 存 療 法 を 行 な い ま す が 、主 に は 車 い す と

ベ ッ ド 間 の 移 動 を す る こ と が 治 療 の ゴ ー ル と な り ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当 院 で は 治 療 や 検 査 を 進 め る 標 準 的 な ス ケ ジ ュ ー ル 表 を あ ら か じ め 作 成 し て い ま す 。ス ケ ジ ュ

ー ル に 沿 っ た 治 療 、 検 査 を 行 う こ と で 、 治 療 内 容 や 安 全 性 を 一 定 に 保 つ こ と が で き ま す 。（ 緊 急

入 院 や 合 併 症 の あ る 場 合 な ど は 、 個 別 に ス ケ ジ ュ ー ル を 立 て る こ と が あ り ま す 。） 当 院 で は 、

大 腿 骨 頚 部
だ い た い こ つ け い ぶ

・ 転 子 部 骨 折
て ん し ぶ こ っ せ つ

の 治 療 に 対 応 す る ス ケ ジ ュ ー ル 表 が 4 種 類 あ り 、 主 な 内 容 は 以 下 の と

お り で す 。  

 

  ＝ 治 療 ＝  

   ◆ 大 腿 骨 頚 部 ・ 転 子 部 骨 折 ＜ 周 術 期 ＞  

◆ 大 腿 骨 頚 部 ・ 転 子 部 骨 折 ＜ 自 宅 退 院 （ 自 立 ） ＞  

   ◆ 大 腿 骨 頚 部 ・ 転 子 部 骨 折 ＜ 自 宅 退 院 （ 介 助 ） ＞  

   ◆ 大 腿 骨 頚 部 ・ 転 子 部 骨 折 ＜ 転 院 ＞  

    

 

 

 

こ の う ち 、「 大 腿 骨 頚 部・転 子 部 骨 折 ＜ 周 術 期 ＞ 」と「 大 腿 骨 頚 部・転 子 部 骨 折 ＜ 自 宅 退 院（ 自

立 ） ＞ 」 の ス ケ ジ ュ ー ル 表 を 紹 介 し ま す 。  

 

標準的な入院 

スケジュール 

こ
の
ペ
ー
ジ
の 

先
頭
へ
戻
る 



◎ 大 腿 骨 頚 部 ・ 転 子 部 骨 折 ＜ 周 術 期 ＞ ◎  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経過
日付

術前準備 手術前日 手術当日・術前 手術当日・術後

治
療

手術を行ないます。

看
護

担当看護師から、病棟の案内を行ない
ます。

手術当日の流れや、必要
となる物品について説明
します。

手術室に移動してから、
ベッドの周りに手術後の準
備をします。

脈や酸素の量を測定する器
械を身体につけます。人工
骨頭手術の場合は、足が内
股にならないように、足の
間に枕を挟みます。

検
査

血液検査･レントゲン･心電図など必要
な検査を行います。

注
射

朝から点滴を24時間続けて
行ないます。点滴をしたま
ま手術室に移動します。

翌朝まで続けて点滴を行な
います。

お
薬

普段飲んでいる薬については、医師が
判断し、看護師からお伝えします。

必要時、安定剤を飲んで
いただきます。

痛みの強い時は看護師にお
知らせ下さい。

安
静
度

1人でベッドから降りないでください。
必要時には看護師がお手伝いします。
ベッド上であれば、痛みの無い範囲で
体を起こすことができます。

ベッドから起き上がらない
で下さい。寝返りは自由で
す。

リ
ハ

ビ
リ

ベッド上での訓練を行ないます。
医師の許可が出れば、1）坐位練習、
２）起立練習を行ないます。
メンタル（精神機能）のチェックを行
ないます。

病室に戻ってから、6時間経
過したところで、腸の動き
を確認します。腸の動きが
問題なければ、水分を摂取
することができます。

清
潔

身体を拭きます。可能であれば、シャ
ワー浴ができます。

点滴の前に手術着に着替え
ます。

食
事

普通のご飯が出ます。（必要時は治療
食となります。）

夕食までご飯がでます。
21時から食べることがで
きません。水分の制限は
ありません。

朝6時から食べたり飲んだり
できません。

排
泄

ベッド上で便器・尿器を使用するか、
尿の管を入れることがあります。看護
師がお手伝いします。

説
明

看護師による入院生活の説明、病棟の
案内があります。また、必要時には、
医療福祉相談員に相談することができ
ます。

担当医師による手術の説
明があります。

手術結果についてご家族・
ご本人に説明があります。

状態によって、入院中に、お薬や食事について、専門のスタッフから説明があります。

そ
の
他

両足に弾力ストッキングをはきます。
器械で足のマッサージを手術1週間後ま
で続けます。

術後4日目 術後5～6日目 術後７日目
経過
日付

術後1日目 術後2日目　 術後3日目

治
療

医師が診察、傷の処置を
行います。

抜糸をします。
術後に特別な合併症がな
ければ、退院は手術の2
週間後になります。

看
護

身体につけた器械を外し
ます。

患者様とご家族を含め、
病院スタッフと今後の予
定を話し合います。

検
査

血液検査を行ないます。
血液検査を行
ないます。

血液検査・レントゲン撮
影を行ないます。

注
射

朝と夕に抗生剤の点滴を
行ないます。
※血を固まりにくくする
注射を行なう場合があり
ます。

※血を固まりにく
くする注射を行な
う場合がありま
す。

お
薬

医師の指示で、薬を飲み
始めます。

安
静
度

車椅子に乗ることが出来
ます。動く時は看護師を
呼んで下さい。

歩行の状態に合わ
せて、病室内を移
動します。

リ
ハ

ビ
リ

車椅子離床を積極的に行
ないます。積極的なリハ
ビリを開始します。1）
起立練習2）安定した杖
での歩行訓練

歩行訓練を継続し
ます。
自主トレーニング
指導します。

退院時の達成目標を設定
します。1週目の移乗動
作や歩行の回復状況によ
り目標を設定します。
退院に向けて生活指導を
行います。

食
事

朝食からお粥がでます。
（必要時は治療食となり
ます。）

普通のご飯がでま
す。（必要時は治
療食となりま
す。）

医師による治療経過と今
後の治療と退院について
の説明の後、退院日が決
まります。

状態によって、入院中に、お薬や食事について、専門のスタッフから説明があります。

清
潔

身体を拭いて、手術着か
ら着替えます。

身体を拭きます。
必要j時、衣類の更
衣をします。

排
泄

状態に応じて尿の管を抜
きます。車椅子でトイレ
に行けます。

そ
の
他

両足に弾力ストッキング
をはきます。器械で足の
マッサージを続けます。

車椅子歩行にて
トイレに行きま
す。

リハビリの進み方
で、看護師と一緒
に、歩行でトイレ
へ行けます。

説
明
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術後14日目

治
療

医師が診察し、傷の状態を確認します。
目標にあわせてリハビリをすすめます。

退院予定です。

経過
日付

術後8日目 術後9～12日目 術後13日目

患者様の状態や家族の手
技獲得や理解度、退院後
のサービス調整などを再
確認し、退院可能かを判
断します。

検
査

レントゲン撮影を行ないま
す。

お
薬

医師の指示で、薬を飲み始めます。
薬剤師よりお薬について説
明があります。（日時は調
整します）

看
護

退院に必要な物品やサービスについて検討し、
必要に応じて、サービスの調整を開始します。
また、必要時には、医療福祉相談員に相談する
ことができます。

退院に際して不安な点を確認しま
す。入浴、処置の方法など、必要
なケアを説明します。

説明した内容について、分
からないことや不安なこと
がないか確認します。必要
に応じて、繰り返し説明し
ます。

安
静
度

歩行の状態に合わせて、病室内を移動します。

リ
ハ

ビ
リ

目標にあわせてリハビリをすすめます。1）起立
練習2）杖歩行練習3）階段昇降練習4）床上動
作練習
退院後の生活の注意点を確認します。自主ト
レーニングもしっかり行ないます。

退院後の自主トレーニン
グの内容を確認します。

食
事

普通のご飯がでます。（必要時は治療食となり
ます。）食事内容に希望がある場合は、看護師
にお伝え下さい。

清
潔

シャワー浴ができます。その際の注意点につい
て、看護師から説明します。

創部の状態がよれけば入浴ができ
ます。その際の注意点について、
看護師から説明します。必要時、
看護師がお手伝いします。

排
泄

リハビリの進み方で、看護師と一緒に、歩行で
トイレへ行けます。

説
明

自宅での生活が目標ですので、必要に応じて家
屋訪問や家屋改修の指導を行ないます。
退院後の訪問リハビリについての調整を行ない
ます。訪問リハビリの場合は担当者との面談が
あります。

看護師より退院について
説明があります。

状態によって、入院中に、お薬や食事について、専門のスタッフから説明があります。

そ
の
他

ストッキングとマッサージは本日で終了です。

※ 掲 載 さ れ い て い る 「 入 院 ス ケ ジ ュ ー ル 」 等 は 、 平 成 23 年 5 月 1 日 現 在 の も の で す 。 内 容

は 変 更 と な る 可 能 性 が あ り ま す 。  

http://www.ai-hosp.or.jp/use_admission/usage_guide/usage_guide05.html
http://www.ai-hosp.or.jp/shinryo/dept_1.html

